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羽田空港対策特別委員会 行政視察報告書 
 

１ 日程 

  令和元年 11 月 13 日（水）～ 14 日（木） 

 

２ 視察先及び視察項目 

 視察先 視察項目 

１ 宮崎空港 空港の概況及び騒音対策・跡地整備事業等について 

２ 航空大学校 航空機パイロットの養成及び安全対策等について 

 

３ 視察委員 

○ 委員長   田 中 一   自由民主党大田区民連合 

○ 副委員長  椿   真 一  大田区議会公明党 

 ○ 委 員   岸 田 哲 治  自由民主党大田区民連合 

湯 本 良太郎  自由民主党大田区民連合 

 深 川 幹 祐  自由民主党大田区民連合 

 勝 亦   聡  大田区議会公明党 

大 橋 武 司  大田区議会公明党 

 大 竹 辰 治  日本共産党大田区議団 

 杉 山 公 一  日本共産党大田区議団 

 三 沢 清太郎  令和大田区議団（たちあがれ・維新・ガンバル・創新） 

        北 澤 潤 子  大田・生活者ネットワーク 

 

４ 視察報告 

 項目ごとに各会派の視察報告を記載。 

（１）宮崎空港 

◆視察項目 

  空港の概況及び騒音対策・跡地整備事業等について 
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数も減少していく中、経済的な波及効果を含めた地元住民との共存共栄を推進し

てこられました。空港が担う地元地域への経済効果等の役割も増加し、地元住民

も参加しての津波を想定した避難訓練をはじめ、情報発信として、空港ビルの中

央に位置するオアシス広場では年間 300 日を超えるイベント等の企画を行い、顔

の見える関係を構築し、絆を深める努力がなされていました。 

騒音問題や落下物問題がどのような状況なのか確認したところ、民家の防音対

策が地元地域においては積極的に推進され、結果として、地域での騒音問題や落

下物問題は起きていないという事でした。 

宮崎空港と羽田空港を比べるには大都市と地方都市という差があり、一概には

比べられませんが、本区の羽田空港にもイベントを行う広場が複数あり、普段か

ら多くのイベントを企画されているようですが、その参加者は当然に空港利用者

が大半で、地元大田区民は開催していることすら知らない状況だと思います。地

元住民参加型のイベントとして、羽田空港が積極的に周知を行っているかは疑問

が残ります。 

今後、羽田空港と地元住民の交流が積極的に行われ、絆が深まるよう今回の視

察を生かしてまいります。 

 

（日本共産党大田区議団） 

宮崎は鉄道でのアクセスが悪く、当時は陸の孤島と称されていたため、航空路

を開設し、利便性の問題を解消するために空港の誘致を求め、昭和 32 年に供用が

開始されました。当時はＡ滑走路 1,300ｍ、Ｂ滑走路 1,340ｍの東西・南北の２本

の滑走路で運用されました。昭和 55 年にＢ滑走路供用廃止、平成２年には滑走路

を 2,500ｍに延長し、新ターミナルビルも完成。平成５年に貨物ビルが供用開始、

平成８年には空港連絡鉄道が開業し、空港へのアクセスが向上しました。平成 11

年には旅客ターミナルビル増築工事が完成し、国際線施設が整いました。現在の

年間発着回数は４万４千回で、１日約 100 便の発着があります。 

ビジネスジェットなどの小型機にも対応したロング・パッセンジャー・ボーデ

ィング・ブリッジ（ＰＢＢ）が２基あり、バリアフリーで飛行機に搭乗できます。 

宮崎空港ビル株式会社は、航空旅客は景気や政治情勢により増減するため、航

空旅客に頼らずに空港の利用者を増やすことで収支の変動を抑える努力をしてい

ます。ターミナルビル内で行う各種イベントを工夫し、集客を上げています。 

空港周辺の移転補償跡地である赤江ふれあい広場は、市民の憩いの場として活

用されています。また、航空路直下であるため、航空機トラブルの緩衝地帯にも

なっています。羽田空港の跡地利用にも緩衝地帯が必要ではないでしょうか。 

騒音について、津和田センター騒音測定局で実計測した際、測定した場所は大

田区における天空橋駅付近と同程度の距離であり、ボーイング 737－800 を２回測

定した結果、平均値は 78.7dB 及び 80.5dB、最高値は 84.1dB 及び 85.2dB と高く感

じました。 

離発着便数について、羽田空港は 1,200 便／日であり、宮崎空港 100 便／日と

比較すると、宮崎空港は飛行間隔が長いので騒音が途切れますが、羽田空港では
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小型機が半数近くあったのが、国内初の小型機対応のロングＰＢＢを新設するこ

とによって、ターミナルビルから直接機内に乗り降りすることができるようにな

った。 

国土交通省のバリアフリー化推進功労者表彰を受賞したとのことで、段差解消

のための研究と努力は車いすの方や高齢者にとって朗報であり、地方空港のバリ

アフリーに寄与するものとなる。 

ブーゲンビリア空港という名の通り、空港内にはブーゲンビリアはもとより

様々な生花が飾られている。植物の手入れをするチームがあるとのこと。また、

ブーゲンビリアは挿し木をして増やし、毎年 500 鉢をプレゼントするとのこと。

空港だけではなく街の美化と共に、空港への親しみを深める素敵な試みだと思う。

さらに、地域の人と津波発生時の避難訓練を実施するなど、地域との協力体制に

は学ぶべきものがある。 

騒音に関してのクレームは年間十数件とのことであり、小型機が多く、羽田空

港と比べて離発着に間隔があるので、騒音の問題はあまりないと思われる。航空

大学校の訓練機がひっきりなしに飛ぶが、大田区における天空橋駅と同じ位置で、

最大 77.2 dB、上空 150ｍを飛ぶ小型機が最大 85.2 dB であった。これを羽田空港

の新飛行ルートで考えると、国際線の大型機が２分間隔になるので、相当な騒音

が予想される。 

 

（２）航空大学校 

◆視察項目 

  航空機パイロットの養成及び安全対策等について 

（自由民主党大田区民連合） 

今回の視察では航空大学校を視察先としました。 

宮崎が本校で、仙台、帯広に分校を設置しているとのことでした。また、各校で

分野が分かれ、その課程ごとに試験があり、適正がないと判断された場合は対象

者と協議の上、退校して頂くと厳しいものでした。 

学校設立当初から養成費用をどこまで国（途中から独立行政法人）が負担すべ

きか議論が分かれ、国、学生、そして民間航空会社の寄付金で賄っている現状で

あるとのことでした。 

現在では世界的航空需要の向上による操縦士不足となっていることから、平成

30年度から入学定員を72名から108名に増員するなど充実を図っているとのこと

でした。 

建物を改築しているとのことでしたが、老朽化が進んでおり、機能更新を進め

たいとのことでした。また、各校でトレーニングをするなかで、近隣空港に着陸

をすることや、トレーニングとしてのタッチアンドゴーを行う際の騒音について

クレームが来るとのことで、どこでもクレーム対応には難儀をしていることが分

かりました。 

また、フライトシミュレーターでの模擬訓練も見ましたが、大田区立中学校生
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（日本共産党大田区議団） 

前日に宮崎空港の視察を行いましたが、宮崎空港に行くと、定期便の間に小型

飛行機が随時飛行しており、航空大学校の飛行機だと分かりました。 

自身がパイロットになろうと思ったこともなく、航空大学校で話を聞くと、全

てが初めての話で新鮮に聞こえました。 

日本全体のパイロットの４割弱が航空大学校の卒業生との事で、昭和 29 年に運

輸省の附属機関として設立され、国の航空政策によって、年間学生養成数が変更

になっており、現在はパイロットの需要が高く、年間 108 名の人数となっている

そうです。 

フライト課程があり訓練飛行を伴うので、飛行機数と空港の離着陸回数の関係

で、一度には入学できないため、入学時期を６月、９月、12 月、３月の４回に分

けており、修業期間は２年間となります。全員が卒業できるのではなく、途中で

脱落する人もいると聞いて驚きました。 

費用を聞くと授業料は年間約 300 万円で、その他に寮費や食費がかかり、費用

が安いとは言え狭き門です。航空大学校の予算のうち、運営費交付金の約半分は

各航空会社からの寄付金となっているそうです。 

最後に、航空大学校の航空機事故は過去に３回あり、事故が風化しないように

するために校内の一室に展示して、安全対策に対する啓発活動を行っていたこと

が印象的でした。 

 

 （令和大田区議団（たちあがれ・維新・ガンバル・創新）） 

航空大学校の教育・訓練の概要や訓練使用機材、予算、入学試験状況、就職状況

などを教えていただく中で、本校がオイルショックや航空会社破綻等の経済情勢や

政府の方針変更に翻弄されながらも地に足をつけてパイロットを育成している苦

労を知りました。 

特に日本の航空会社に在籍するパイロットの 40％弱が本校の卒業生である事を

知り、羽田空港を擁する大田区の発展に多大に貢献して頂いていることに感謝の意

を深くしました。 

格納庫では訓練機の新旧実物を拝見しました。計器が全てアナログではなくデジ

タル管理されているのが印象的でした。また、現在訓練に使用しているシーラス式

ＳＲ22 型は機体の多くに強化プラスチックを用いることで軽量化と強度増を、緊急

用パラシュートシステムや対地接近警報装置を装備することで安全性向上を実現

しており、着実な技術進歩を実感しました。 

フライトシミュレーターはＳＲ22 型と全く同じ動作環境の中、様々な気象条件や

昼夜を設定しながら訓練出来る優れものでした。実機訓練とシミュレーター訓練を

交互に実施することで学習効果が高まるそうです。 

2011年７月28日に発生した航空大学校訓練機ＪＡ4215号機の事故により帯広分

校の３名の教官、学生の尊い命が失われました。安全啓発センターは、その事故を

契機として二度と悲惨な事故を起こさないことを誓うとともに、「過去の事故を風

化させない」、「過去の事故から学ぶ」事を目的として設置されました。 




